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こ
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人
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文
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こ
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父
母

ち
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も
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昧
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こ
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く
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極
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城
県
仙
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木
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父 ち
ち

の
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の
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せ
い

を
待 ま
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き
た
か
み

の
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わ
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て
を
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行
機

ひ

こ
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の
と
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東
京
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岩
大

が
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だ
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の
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の
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該
当
な
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【
講
評
】 

一
般
部
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連
日
の
猛
暑
に
辟
易
し
た
夏
の
日
々
で
し
た
が
、
八
月
末
締
切

り
の
「
夏
の
部
」
の
応
募
数
は
ほ
ぼ
平
年
に
並
ぶ
百
二
十
首
で
し

た
。
中
で
も
石
川
啄
木
に
ち
な
む
数
首
は
、
見
る
べ
き
を
視 み

、
捉

え
る
べ
き
を
捉
え
て
詠
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
惹
か
れ
ま
し
た
。

「
こ
ん
な
に
も
小
さ
き
人
か
啄
木
の
マ
ネ
キ
ン
抱
き
て
Ｖ
サ
イ

ン
す
る
」
啄
木
記
念
館
の
等
身
大
の
像
は
意
外
な
ほ
ど
小
柄
で
す
。

き
っ
と
驚
く
人
も
多
い
こ
と
で
し
ょ
う
。 
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